
世界に通じるDMP(Destination Marketing Plan)を目指した…
ひがし北海道自然美への道DMOバージョンアップ
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令和４年２月25日地域の魅力を活かした観光地づくり推進事業

【広域連携事業】地域プレゼン⑥

専務理事 野竹鉄蔵

～この機に改めて北海道らしさと自然美を持続的に生かす道をさぐる

Ｂｅｙｏｎｄ COVID-19 ひがし北海道 DMO 再起動



ひがし北海道自然美への道DMOバージョンアップ事業

●目的

【課題】

①自然美コンテンツの原点回帰と強化は もとより、
②７空港民営化にあわせた交通ネットワーク強化、
③それらに伴う商品発信など可視化、

➡マーケティングと未経験のDX対応実施！

【DMOの基盤整備として目指すこと】
①調査➡戦略化
②販促➡DX化による販売体制
③合意形成体制基盤を確立し 最終目的のDMPへ

～ Beyond COVID-19  ひがし北海道DMO 再起動～



ひがし北海道自然美への道DMOバージョンアップ事業

●実施概要

●自然美コンテンツの原点回帰と見直し
➡マーケティングの一環としての調査

・ 北海道大学と産学連携による経験価値マーケティングも取入れ心理調査と戦略化
・ ひがし北海道域内は修了 オール北海道との比較考察へ

●交通ネットワーク再構築
➡新コース運行と販促事業とディレクション

・自主運行エクスプレスに加え、その他既存路線との交通ネットワーク展開へ
・ LCC連携
・JR連携商品
・旅行会社DPとの連携販売 それぞれの流通による販促バックアップ体制

●《各種DX化した商品》×《流通体系の転換》における
BtoC販売体制の構築

・サブスク商品造成販売実施 秋 冬 体験パス 交通パス 地域パス 計７種類
・地域コンテンツ供出体制 交通各社MaaS合意形成体制 の構築



ひがし北海道としての
デスティネーション・マーケティング

【Beyond COVID-19】 市場調査 実施と今後ロードマップ

夏春夏 秋 初冬 真冬 早春 春
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新型コロナウイルス感染症収束後の北海道旅行・観光意識調査：国内（2021/10/11～2021/10/27） （一社）ひがし北海道自然美への道DMO 5

今後の北海道旅行で最も行きたい所（複数回答）全道TOP20×北海道来訪歴

参考資料
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ひがし北海道 自然美への道 ＤＭＯ
どこまで行っても当DMOとしての重要なミッションはここ

[1次2次3次各交通×観光の一元化]発信販売から
⇒名実ともにひがし北海道交通ネットワーク確立へ

①交通ネットワークそのものの機能化

・新千歳空港民営化３空港＋道東2空港の結節
・道東ハブ＆スポーク交通機能機構成立による機能化
【都市×温泉×空港×JR×観光資源】との連携
幹線となる帯広、女満別、釧路３空港からの十字路
【阿寒湖をハブとしたネットワーク】
・各拠点における１次交通⇔2次交通⇔３次交通結節機能

・MaaＳを踏まえたシームレスへマネージメント
[情報×案内]【ソフト】×[施設整備]【ハード】
・関連コーディネートなど模索

②拠点周遊マネージメントへの挑戦

6
新たな課題：MaaSに伴う初歩的合意形成調整が必要
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パンフレットを入手し旅行会社のカウンターに行く

旅行会社の新聞広告から探す

旅行会社から送られてくる会員誌などで探す

旅行会社のサイトなどで探す

楽天やじゃらん等のオンライン旅行会社で探す

航空機は航空会社のサイトで予約する

宿は宿泊予約サイトで手配する

体験アクティビティはサイトで予約する

観光協会などのサイトを調べて情報を得る

地域情報も各宿泊施設のサイトなどから情報を得る

2次交通情報は「ひがし北海道トラベルラボ」を見る

その他

新型コロナウイルス感染症収束後の北海道旅行・観光意識調査：国内（2021/10/11～2021/10/27） （一社）ひがし北海道自然美への道DMO 9

ひがし北海道旅行の手配（複数回答）



ＤＸ・イノベーションにより
ひがし北海道に起こりうる顧客アプローチの変化

【来訪交通(AIR/JR)＋宿泊＋2次交通・食・体験】を
どのように販売? どのように購入?どのようにアプローチ?

～DX化・旅行業失速・DP(ダイナミックパッケージ)化・サブスク・LCC～
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全20施設の入場がすべてOK！さらにポイントで選べる体験・食事等メニュー80種
全部で100メニューと充実！道東エリアを網羅する観光定額サブスクリプションパス

ひがし北海道まるごと体験パスポート

【オホーツク】山の水族館、北きつね牧場、オホーツクタワー、オホーツク
とっかりセンター、アザラシシーパラダイス、オホーツク流氷科学センター、
オホーツク流氷館、北海道立北方民族博物館、知床自然センター
（MEGAスクリーン鑑賞）【釧路根室】釧路市湿原展望台、釧路市丹頂鶴

記念公園、阿寒国際ツルセンター、釧路市動物園、釧路市立博物館、釧
路市美術館、標津サーモン科学館【帯広十勝】ばんえい十勝、福原記念
美術館、十勝ヌップクガーデン

①有効期間中各1回入場可能となる施設（案）

【オホーツク】ウトロクルーズ、ルシャクルーズ、知床岬クルーズ、知床五湖
ウォーク、フレペの滝ウォーク、知床峠ダウンヒル、網走湖カヌー体験、網
走湖レンタサイクル、博物館網走監獄（入場と飲食セット等）、北見ミート
クーポン、知床海岸食堂等飲食施設、北こぶし知床等日帰り温泉【釧路根
室】阿寒湖観光汽船、アイヌセンターイコロ（ロストカムイ等）、弟子屈牧場
体験、釧路川源流カヌー、津別峠雲海ツアー、野付半島ネイチャーセン
ター、釧路サンセットクルーズ、ピリカ号、フィッシャーマンズワーフMOO・

ハートンツリー等各飲食施設等、ニュー阿寒ホテル・欣喜湯等日帰り温泉
【帯広十勝】十勝ナイトリバークルーズ、サーモンウォッチツアー農場ピク
ニックツアー、然別湖カナディアンカヌー、エアトリップ、ラフティング体験、
ベアマウンテン、VISIT TOKACHI PASS、十勝花めぐり共通券、各飲食施設
等、然別湖ホテル風水（入浴）等

（一社）ひがし北海道自然美への道DMOにて、道東内の入場観光施設や北海道ならではの自然体験メニュー、食事、温泉利用等が利用できる定額制（サ
ブスクリプション）電子パスポートを、2021年秋リリースいたします。スマートフォンを活用した非接触型電子パスポート形式です。

①各観光施設を
期間中1回ずつ入場可

②ポイント利用制で
選んで楽しむ各メニュー

利用はスマートフォンで
非接触対応可能で安心。

【販売価格】
2日間：7,800円（6ポイント付与）
3日間：9,800円（7ポイント付与）
4日間：11,00円（8ポイント付与）
※1ポイント＝800〜1,000円程度目安
※レンタカー付パスポートも販売計画中
（道東内貸出・乗捨、千歳貸出・乗捨等）

・設定期間 第1弾 21年9月〜10月（8月発売開始）
第2弾 22年1〜3月 以後定期的に実施。

・販売元：オンライントラベル（株）
・企画協力：（一社）ひがし北海道自然美への道DMO
・協賛：募集予定（販売媒体等にて広告掲載）
・販売媒体：公式WEBサイト、各旅行会社、国内外OTA
・言語：日本語（秋版）冬以降は外国語追加予定

・クーポン形式：電子クーポン形式
（紙クーポンはなし）

・精算：利用実績に基づく事後請求｜支払

By Explore The Wonderland Eastern Hokkaido ひがし北海道自然美への道DMO

下記入場施設および体験メニュー等は現時点での検討依頼施設の一例として挙げさせていただいております。予めご了承ください。

②ポイント利用型入場・体験・食事等メニュー（案）

11



全13区間の便利な都市間バス＆地域間バス＋3種の地域内パスが事前予約で乗り放題！
道東内の都市・観光拠点間を運行するバスを網羅したサブスクリプション

ひがし北海道バス 乗り放題パス

ひがし北海道内運行する都市間バス、観光拠点間２次交通など対象にした、定額制乗り放題パス（フリーパス）の商品化を昨年に引き続、２１年秋
シーズン（9月〜11月上旬）、冬季（2月〜3月上旬）の設定。加えてレンタカー観光も並行して販売

都市間バス

釧北号 釧路ー北見 ２往復
スイーツライナー号 釧路空港ー帯広 ２往復

まりもエクスプレス帯広 帯広ー阿寒湖 １往復

石北号
旭川層雲峡ー北
見

４往復

地域間バス

釧路
阿寒エアポートラ
イナー（9月運休予定）

釧路空港ー阿寒湖 １往復

釧路ー阿寒線 釧路ー阿寒湖 ３〜４往復

ピリカ号 釧路ー摩周阿寒釧路 1便

オホーツク

知床エアポートラ
イナー （10/11まで）

女満別網走ーウトロ２往復

斜里ーウトロ線 斜里ー知床五湖 ４往復

屈斜路川湯ライ
ナー（10/31まで）

女満別空港川湯温泉 2便※週3日

広域 釧路ウトロ号（※9/17-

10/19運行）

釧路阿寒ー網走ウト
ロ

1便

ウトロ釧路号
（※9/18-10/20運行）

ウトロ野付ー阿寒釧
路

1便

北見釧路モニター
バス

北見ー阿寒湖釧路 1便※週4日

地域ブロック乗り放題チケット

帯広 VISIT TOKACHI PASS 1,500円

網走 あばしり観光施設めぐりバス 800円

北見 北見バスフリーパス 2,000円

・設定期間 第1弾 21年9月〜10月（8月20日発売開始）
第2弾 22年2月〜3月上旬 以後定期的に実施。

・販売元：オンライントラベル(株) （株）ホワイト・ベアーファミリー
・企画協力：(一社)ひがし北海道自然美への道DMO
・販売媒体：公式WEBサイト、各旅行会社、国内外OTAなど予定

・言語：日本語・
冬季以降は英語・繁体字予定

・クーポン形式：電子クーポン
（紙クーポンはなし）

・精算：利用実績に基づく事後請求｜支払

Explore The Wonderland Eastern Hokkaido ひがし北海道自然美への道DMO

秋季販売価格 3日間 7,800円 4日間 9,800円 ※9/1〜15、10/19以降は各1,000円引

12
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乗り放題パスhp抜粋
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進化形で各空港起点ごとのhpも
➡ブロックサブスク モデルコース作成など
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ベア Peach JR



ひがし北海道自然美への道DMOバージョンアップ事業

●数値目標と検証結果

【アウトプット】

①北海道エアポート社との連携商品 3本
《結果》 ６本 ・・Hokkaido love モデル商品

②交通/体験/宿泊などサブスク商品化 2本
《結果》 ７本 ・・交通サブスク秋冬と地域ブロック５本 体験サブスク 秋冬2本

【アウトカム】

①北海道エアポート連携商品 集客100名
《結果》 実績8名・・訪日ゼロ、オミクロン禍で昨年より振るわず苦戦

②各種サブスク商品 集客100名
《結果》 実績３０８名 バス１０１２席 (２/20現在)・・冬は善戦

③交通ネットワーク ランディングページ３０００view(発信後３か月)
《結果》 実績６６６２８view ・・ネットワーク・サブスク効果でコロナ禍でも善戦
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ひがし北海道自然美への道DMOバージョンアップ事業

●まとめ

①DMPを目指したマーケティング基盤調査＝動態調査から心理調査へ

さらにクロス深堀し、戦略考察への土台整備へ

②データ考察などDMO管内合意形成はzoom使用で確実に浸透

③エクスプレス運航事業者から交通ネットワーク=MasS土台の合意形成

④コロナ禍で激変する流通体制への対処

・LCCとの強固連携

・DPと交通との連携体制の実証を行い 次年度への基盤整備へ
➡ＤＸの象徴である道東全体のサブスク商品《交通/体験》を完成し終え

この製作途上での各地、各事業者との度重なる協議を重ねた合意形成。
→今後の地域ブロックパスなど機能性販促への次元での検討の域に。

➡DMOとして

〇地域一丸で地域着地型商品を造成しともに育てる流通体制化確立

〇あとは経験価値マーケット心理データを次年度の戦略に生かすこと



【Beyond covid-19】
ひがし北海道新観光スタイルによる再起動から２０３０へ

データから戦略へ

ひがし北海道観光構造改革

地域体制づくりの一年

20

マーケティング

マネージメント強化

コロナを横目に

中期的持続策

CRMとsustainable

来たる開国大逆転へ

オーガニックイメージ戦略

ＤＸも加えた

旅マエ流通戦略と

旅ナカ ・デジタルサイネージ戦略

次年度以降これまでにない機会到来…

北海道観光におけるひがし北海道大逆転を前提とした
DMP (Destination Marketing Plan)づくりへ！


